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要約：ユーラシアカワウソ Lutra lutra が経済成長に伴う環境変化からどのような影響を受けるのか調べる
ことを目的に，工業集積の進む韓国慶尚南道の海岸における本種の生息痕を 1982 年，1991-94 年，2002 年
および 2009 年にわたってモニタリングした。慶尚南道馬山地域における糞密度は，1990 年代には減少傾向
を示したが，2000 年代後半には回復傾向に転じた。回復傾向は釜山市などでも見られた。本種が安定的に






















































































2）を 1982 年，1991-1994 年，2002 年および 2009 年に踏
査し，糞を中心としたカワウソ生息痕の分布を調べた。こ
のうち 1982 年の調査結果の一部は，安藤ら3） が速報して
いる。それぞれの時期の各調査地に対し 1 人が 1 回のみ踏
査することを原則とした。各々の踏査は 1982 年 8 月-1983
年 1 月に 51 km の距離を 1 人が，1991-1994 年には断続的
に 38 km の距離を 3 人が，2002 年には 8 月に 40 km の距

































































ていた。この島の海岸を 1982 年 10 月～1983 年 1 月の 4 ヶ月
間に19回調査したところ，うち4回に新しい糞が見られた。
湾奥から 8 km の位置にある徳東洞（Deo-kdong-dong）の
磯海岸では同期間における 13 回の調査のうち 9 回，亀山
面半島の最南端，湾奥から 16 km にある深里（Sim-ri）の
磯海岸では 12 回のうち 8 回に糞が見られた。この時期の





























































生息痕：調査した 13 ヶ所のうち糞を確認したのは 9 ヶ所
であり，排泄されていた糞の数は 52 個であった。平均密



























200 m に 1 ヶ所の割合でそうした場所が発見できた。上陸
可能な場所のうち港湾など人の活動が盛んな場所を除く





































1994 年 12 月 26 日に巨済湾山村里（Sanchon-ri）の磯海岸
と，その沖約 200 m にある 4 ヶ所の小島を調査したところ，
外周 450 m の島 A で 25 個，400 m の島 B（Fig. 6）で 8 個，
50 m の岩礁 C で 9 個，40 m の岩礁 D で 1 個，島の対岸に





11 km の延草川と約 12 km の九川），前者の途中には 1979
年に完成した延草ダム（集水域面積 1,170 ha, 貯水量 496










約 10 km 離れた島である（E128°82’N35°02’）。1990 年代ま
では人の往来も少ない場所であったが，対岸の釜山新港開
発計画（2001-2007 年）に伴う架橋によって経済活動は活






































































　馬山湾は 1899 年の開港以来，1944 年まで 11 ha, 1965 年




























果，水質は 1990 年代に顕著な改善傾向を示し，2000 年代
以降の水質は COD 3 mg/L 程度で横ばい傾向にある（Fig. 
8）。2000 年代には 1950-60 年代にこの湾に生息していた
魚種が回復しはじめている17）。なお，2002 年における亀山






北側にあたる湾奥部（Fig. 7 の地点 B）の水質は，1980 年
代から継続して COD 平均 4-6 mg/L である。他方，地点















基準における海水浴場などの A 類型（COD 2 mg/L 以下），









































ある GDP は調査期間内に 8 倍以上に増加し（Fig. 9），馬


























of  registered cars at Masan area  ; dotted  line, 
total paved road distance at Gusan-myeon13, 14）























（最終アクセス 2013 年 8 月 5 日）［韓国語］
9）　Kim H J, Ando M, Han S Y, Sasaki H and Ogawa, H (2011) 
Recovery of the Eurasian otter Lutra lutra in Korea and 


















































Spraints were often  found at  rocky coasts  along capes,  heads of bays,  small  islets  and  reservoirs, 
indicating  that prey  fish was abundant  in  those areas.   At coasts with  steep artificial walls， otters 
managed  to  find  landing places by  locating narrow gaps and harbors.   Otherwise,  they used coastal 
fishpens as signposts, indicating their adaptability to artificial environments.  Economic indicators in the 
land area of  the  investigation place heightened considerably during the monitoring period.   The above 
findings indicate that terrestrial economic growth does not necessarily lead to the decrease of the otter 
population.
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